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今年も桂岡小学校６年生の皆さんと交流学習を行いました。児童の皆さんは６月 

に本校で行っている作業学習の見学をし、７月に希望する学科での作業体験を２回 

行いました。生徒にとっては、日頃学んでいることを分かりやすく伝えるという貴 

重な経験でした。緊張したと思いますが、それ以上にやりがいを感じたのではない 

でしょうか。 

 今回の経験を通して、人に教えることの大切さや、仕事をする上で大切なことを 

改めて見つめ直し、今後の学習に生かしてほしいです。 

（教務部：福澤 千晴） 

 

 

 

（教頭：平松 貴子） 

 

年々夏の暑さが増す中、１学期の終業式を迎えます。皆さん一人一人にとっては、どんな４ヶ月となった

でしょうか。 

３学年は見学旅行という大きな行事を終え、その後すぐに前提実習へ行くという慌ただしい毎日だったか

と思います。２学年は初めての単独実習を終え、実際働くということのイメージがつかめた今学期となった

でしょうか。１学年は、学校や学習の流れを少しずつ覚えた学期です。普段の学習はもちろん、部活やスポ

ーツ大会等の行事をとおし、他学年との交流が増え、小樽高等支援学校の一員としての気持ちが芽生えてい

るのではないでしょうか。 

 ７月４日に開催したスポーツ大会は、介護等体験で来られた実習生に協力していただき実施することがで

きました。当日は、運動しやすい天気にも恵まれ同学年を応援する声も響く中、保護者や地域の方にも見守

っていただきながら、生徒の皆さん一人一人の頑張りが伝わる一日となりました。保護者等の皆様におかれ

ましては、準備、応援も含め御協力いただき深く感謝申し上げます。  

 今年度は、これまでの教育活動をアップデートするというねらいで、小樽潮まつりへの有志の参加を募っ

たり、各学科協力してのイベントカフェを企画したり、スマイルプロジェクトで花壇の整備をすすめたりし

ているところです。 

また、イベントカフェを充実させ、生徒の皆さんの 

学習の充実や地域との繋がりを深めるため、クラウド 

ファンディング事業にも挑戦します。ぜひ御協力をお 

願いいたします。 

今学期に行ったイベントカフェでは、福祉科で歌声 

カフェを、木工科ではモルック大会を企画、実施しま 

した。地域の方を始め、御来校いただいた皆様と一緒 

に活動し、『つながりの実り』や『こころの実り』を育 

てることができたのではないでしょうか。他学科もイベントカフェを企画中です。生徒たちは、様々な活動

に積極的に参加し、新しい気付きや学びを得ていただければと思います。また、保護者等の皆様にはマチコ

ミや HP、PTA 等の集まりをとおし、どんどんお知らせをしていきますので、是非、足をお運びいただき、研

修会や各種イベント等にも御参加いただければと思います。 

 昨年度に引き続き、暑さ対策のため、少し長めの夏休みとなっております。体調を整え、２学期始業式に

は笑顔で皆さんと再開できることを楽しみにしております。 

どうぞよい夏休みをお過ごしください。 

 



 

５月27日（火）～５月30日（金）までの４日間、関西方面に見学旅行に行ってきました。 

１日目は、新千歳空港から伊丹空港まで飛行機で移動しました。初めて飛行機に乗る生徒もいて、緊張し

ていましたが、無事に着くことができました。その後、奈良公園や東大寺を見学しました。奈良公園では、

国の天然記念物である鹿と触れ合い、東大寺では、大仏を見て、その大きさや歴史を感じさせる雰囲気に圧

倒されながら、しっかりと学びを深めていました。 

２日目は、各グループに分かれ、大阪府や京都府を中心に自主研修を行いました。大阪府では、道頓堀や

通天閣、天王寺動物園や海遊館、京都府では、清水寺や伏見稲荷神社、金閣寺などに行きました。どのグル

ープも携帯電話のGoogleマップ等を活用し、事前に調べた時間の公共交通機関を利用しながら、目的地まで

たどり着くことができました。また、各地の歴史や食文化に触れたことで、より充実した研修になりました。 

３日目は、午前中に大阪城に行き、天守閣からの眺めを楽しんだり、歴史溢れる展示資料を見たりするこ

とができました。午後からは、USJに行き、乗り物を楽しむグループや買い物を中心に楽しむグループに分か

れて集合時間ギリギリまで楽しんでいました。 

４日目は、伊丹空港に早めに移動し、空港内での買い物を済ませてから機内で昼食を取りながら新千歳空

港に帰りました。３日間の疲れからか飛行機内やバスの中はとても静かでした。 

旅行中、他学級の生徒と会話を楽しんだり、お互いを優しく思いやったり、仲間を引っ張っていったりと様々

な場面で、「いいじゃん👍！」と評価できる姿を見せてくれました。何よりも皆さんが笑顔にあふれ、「楽し

かったです！」「ありがとうございます。」と感謝の気持ちを表現してくれたことも印象的でした。この貴重

な経験や思い出はきっと財産になるでしょう。見学旅行で見せてくれた15期生の熱量やパワーを今後の学校

生活でも生かしてほしいと思います。 

保護者等の皆様におかれましては、準備や送迎等で御協力をいただきました。本当にありがとうございま

した。 

（３学年見学旅行担当：小笠原 純） 

 

 

    

 

６月２日（月）～13日（金）の９日間、入学後初めて単独で実習先へ出退勤をする形式での実習を行いまし

た。今回の実習は、職業生活に対する知識や経験の拡大と、進路についての考察という目的のもとで自ら交

通機関や出勤時間、持ち物などの確認を行い臨みました。 

 各自、学校での学びを意識して仕事に取り組みましたが、学校とは違う環境下で働くことの難しさや、確

認・報告の重要さ、コミュニケーションをしっかり取ることの大切さを感じることができ、実りある学びと

なりました。今後は、第Ⅱ期の実習に向けてこの経験を生かせるように学習を重ねて参ります。 

この度の実習に際し、御協力をくださいました企業及び事業所様と保護者等の皆様に感謝申し上げます。

誠にありがとうございました。 

（２学年進路担当：小早川 正輝） 

 

    



 

スマイルプロジェクトとは、「花を育て、自分たち、来校してくださる皆様を笑顔にする」という目的のも

と、昨年度より全校で取り組んでいるプロジェクトです。昨年度は、生徒会でアンケートをもとに苗を購入

し、木工科でプランターを作製しました。また、生産技術科と環境・流通サポート科でプランターに土入れ

をし、家庭総合科と福祉サービス科で花を植え、各学級、そして地域の皆様の御協力も得ながら、水やりに

取り組みました。 

 ２年目となる今年度は、昨年度の学校運営協議会等の意見を踏まえ、プランターと併用して花壇の整備に

も取り組むこととし、始まりました。まず出た課題は、「苗をそんなに買えないけどどうする？」ということ

でした。地域やPTAの方たちに譲っていただく案や種から育苗して植えたらどうかと、プロジェクト委員会

で意見が出され、まず育苗から始めました。また、運営協議会委員の方より芝桜も分けていただきました。

並行して花壇のための除草や土起こし、プランターの準備等も行いました。花壇は少しずつ整備が進み、ラ

ベンダーやマリーゴールドが学校の風景に彩を添えています。  

生徒会が中心となって植えたひまわりも少しずつ大きくなってきているところです。 

カフェのお客様からは花壇の完成を待つ声も聞かれ、新しい活動の広がりに期待が寄せられています。来

校の際は、ぜひカフェ前の様子を御覧いただき、感想等を子どもたちに伝えていただければと思います。 

 無理なく、持続可能なものという視点をおさえつつも、原点となる「笑顔」という目的を忘れず、多くの

人との『つながり』を大切に、活動を継続していきますので、今後とも御協力をお願いいたします。 

                                      （教頭：平松 貴子） 

 

 

 

６月16日（月）～27日（金）の10日間、現場実習先の皆様に御理解と御協力をいただき、３学年Ⅰ期現

場実習を行いました。 

 ３学年の現場実習は、卒業後の進路を決めるための前提実習となります。緊張した様子も見られましたが、

自分自身の進路実現に向けて精一杯取り組みました。 

現場実習報告会では、「良い人間関係を築けるように言葉遣いに気を付けたい」、「生活リズムを整え、健康

な体をつくりたい」、「集中力を高めたい」、「コミュニケーションをとり、気持ち良く仕事をしたい」、「笑顔

を絶やさずに過ごしたい」など、今後の学校生活に向けて頑張ることを発表しました。日々の生活で意識し

て行動し、Ⅱ期現場実習へとつなげてほしいと思います。 

保護者等の皆様には、現場実習に向けての準備、毎日の送り出しや励まし等、御協力いただき、ありがと

うございました。 

 （３学年進路担当：俵 愉香） 

 

 

    

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度、第１回OKSスポーツ大会は７月４日金曜日に開催いたしました。今年度から新しく始まった体

育的行事で、個人種目は、50m走、100m走、ハンドボール投げ、中距離走の４種目。団体種目は、学年対抗綱

引き、学年対抗リレーの２種目を行いました。生徒は個人種目の４種目、団体種目の２種目からそれぞれ１種

目ずつ選択し、本番に向けて体育の授業などで練習してきました。 

当日の天気は曇りで気温もそれほど高くなく、天候にも恵まれました。はじめてのスポーツ大会で戸惑いな

がらも生徒一人一人が練習の成果を十分に発揮できていたと思います。今まで見たことがないくらいの笑顔や

声援、ときには負けて悔し涙を流す生徒、自分の記録に挑戦し倒れるまで走った生徒、声が枯れるまで仲間の

応援をする生徒など、スポーツ大会を通して学校全体が一つになり、とても良い時間となりました。 

今まで行ってきたスポーツレク、マラソン記録会を一つにし、新しく生まれ変わったOKSスポーツ大会です

が、今後も、生徒一人一人が生き生きと輝き、学校全体の一体感や連帯感を育めるような行事としていきたい

と思います。ありがとうございました。 

(芸体推進部：淺井 勇気) 

 

 

 

 

 

http://www.otarukoushi.hokkaido-c.ed.jp/  小樽高等支援学校ホームページも御覧ください。 

令和７年度 行事予定 8／9／10月 

8月 
  
25日（月）2学期始業式・二計測 

 26日（火）非行防止教室 
 27日（水）パラスポーツ体験会 
 28日（木）生徒会活動 
 29日（金）2､3学年進路懇談会② 
 

  9月 
  
4日（木）生徒会活動・一日防災学校・避難訓練② 
8日（月）1学年職場見学 
11日（木）生徒会活動・局活動 
16日（火）3学年Ⅱ期現場実習（～10/3） 
22日（月）2学年Ⅱ期現場実習（～10/3） 
25日（木）生徒会活動 
26日（金）英語検定① 
30日（月）1学年現場実習（～10/3） 

10月 
 
2日（木）生徒会活動 

 4日（土）アビリンピック北海道大会 
 7日（火）避難訓練③ 
 9日（水）生徒会活動・局活動 
10日（金）全学年保護者等懇談週間（～17） 

13：30下校 
15日（水）現場実習報告会・学科別交流会 
16日（木）生徒会活動 

 

17日（金）1、3学年進路懇談会③ 
PTA学習会① 

 20日（月）生徒面談週間（～23） 
23日（木）生徒会活動・局活動 
 24日（水）1学年選挙オリエンテーション 
      漢字検定② 
27日（月）学校祭特別時間割開始 
30日（木）生徒会活動 

 

    

    


